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協議議事録（第四次現地調査結果説明時、2004 年 9 月） 
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協議議事録（ステアリングコミッティーミーティング開催時、2004 年 9 月） 
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協議議事録（代替案比較結果説明時、2004 年 10 月） 
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協議議事録（基本設計概要説明時、2004 年 11 月） 
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６．事前評価表 

１．対象事業名 

 カンボジア王国 カンダルスタン灌漑施設改善計画 

２．我が国が援助することの必要性・妥当性 

(1) 我が国が当該国に対し援助することの必要性・妥当性 

当該国の「第２次５ヵ年社会経済開発計画（2001-2005）」は①貧困世帯を包括するセクターの経済成

長、②社会及び文化の成長、③環境に調和した持続的天然資源管理、の３本柱からなっている。農

業・農村開発セクターでは全ての農業制約要因に焦点を当てることから貧困削減に的を絞り、経済の

中核を成す農業及び農民が生産を決定して自己投資が可能となる社会インフラ及び農業サービスの

支援政策を主軸として貧困削減を目指している。特に水資源管理においては灌漑は生産性向上に

不可欠な要素で且つ稲作生産は「カ」国の最重要基盤であり、灌漑排水システムの開発及びその人

材育成強化を目指している。 

(2)当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 

①「カ」国農業の低位生産性要因の一つに既存灌漑施設の脆弱な効率性に伴う灌漑開発事業の低調

性がある。それゆえに在来農法からの多様化が進まない要因となっている。「カ」国政府の短期的農

業開発政策は既存灌漑施設の改修及びシステム管理の向上を打ち出している。その取り組みとし

て、国家水資源戦略書を策定すると共に ADB や世銀、ドナー諸国などからの支援の下に策定した行

動計画を推進しつつある。 

②カンダルスタン計画対象地域はプノンペンから 30km 南下した国道２、３号線に挟まれた氾濫原に位

置する稲作地帯である。既存灌漑システムはポルポト時代に建設されたもので適切な維持管理がさ

れずに老朽化した施設に起因する不安定な灌漑状況下で耐性のある在来種（低収量）の天水栽培

の単作が強いられている。 

③「カ」国政府は既存灌漑スキームの改修事業に最優先順位を与えており、稲作生産においても栽培

面積及び単収の向上を目標に掲げている。 

３．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

(1) 本事業の目的は既存灌漑施設（取水施設、灌漑水路、維持管理道路）を改修・改良して雨季の補

給灌漑用水を安定的に供給することである。 

４．協力対象事業の内容 

(1) 対象地域 

カンダル州カンダルスタン郡カンダルスタン灌漑システム 

(2) アウトプット 

既存のカンダルスタン灌漑システムにおける水の安定供給に必要な取水施設、幹線水路の改修整

備及び維持管理道路の改修 

(3) インプット（無償事業対象工事） 

【日本国側】 

-調整水門２カ所の改修 

-既存余水吐の改修（嵩上げ） 

-追加余水吐建設 

-取水工（１ｹ所）の建設 

-幹線水路改修（5.4km） 

-幹線排水路上の構造物改修 

-維持管理道路 9.3km 改修 

【相手国側】 

-必要用地等の確保 

-支線末端水路整備資金 

-プロジェクト運営・維持管理事務所の設置及び C/P の配置 

-農民水利組合設立強化資金 

(4) 総事業費 

「概算事業費 13.7 億円（日本側 12.5 億円、「カ」国側 1.2 億円） 

(5) スケジュール 

「詳細設計を含めて 21 ヶ月の工期を予定」 
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(6) 実施体制 

責任機関：水資源気象省 

実施機関：水資源気象省（建設局・灌漑農業局） 

５．プロジェクトの成果 

(1) プロジェクトの裨益対象の範囲及び規模 

  対象地域：カンダル州カンダルスタン郡カンダルスタン灌漑システム 

  対象規模：「カ」国カンダール州カンダルスタン郡カンダルスタン開発地区住民 

  裨益人口：約 13,400 人 

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標 

日本の無償資金協力により、以下に示す幹線水路及び付帯施設の改修が実施され、灌漑用水（実

灌漑面積＝計画作付体系普及面積 800ha）が安定的に供給される。 

-調整水門２カ所の改修     

-既存余水吐の改修（嵩上げ） 

-追加余水吐建設 

-取水工（１ｹ所）の建設 

-幹線水路改修（5.4km） 

-幹線排水路上の構造物改修 

-維持管理道路 9.3km 改修 

(3)その他の成果指標 

「カ」国政府が独自に資金繰りして 2 次水路以降に係る改修、水利組合の育成強化を図ることを前提

として以下のような間接効果が期待される。 

 ① 受益農地において４月から 12 月中旬までの雨期作の灌漑用水供給が安定し、水稲の   

     ２期作栽培が可能となる。 

② 灌漑用水の安定供給により単収が増大する。 

③ 裏作も導入可能となり、水利組合に登録された裨益者の農業収入が向上する。 

 

 

 

 

 

 

 

６．外部要因リスク 

(1) 実施機関がプロジェクト運営・維持管理事務所を設置し、プロ技「灌漑技術センター」の指導を通じ

て水利組合強化を図り、施設運営・維持管理並びに関係機関と連携して受益者支援を行う。 

(2) 支線水路の整備工事が灌漑技術センターの指導を通じ「カ」国側負担により 2007 年に完了する。 

(3) 主要農作物の需要が急激に変化しない（米の輸入自由化などにより米価が著しく下落しない）。 

(4) 水資源気象省及び農水省、州及び郡水資源気象事務所ならびに郡農業事務所が連携して農民

支援活動を実施する。 

(5) 水稲二期作普及支援活動が実施される。 

７．今後の評価計画 

（1） 事後評価に用いる成果指標 

・ 実灌漑面積（雨季・乾季別 ha） 

・ 幹線水路以降（二次・三次用水路）の整備面積（ha） 

(2) 評価のタイミング 

・工事完工４年後（2008 年） 

 
 

現 状 目 標 年
2001年 2008年

100～ 200 800
1 .8 3

　 　 (t/ha ) ＩＲ 系 品 種 2.5 4
農 業 収 入 向 上 　 (U SD /ha ) 138 418

水 稲 二 期 作 面 積 (ha）
単 収 向 上 　 　 　 在 来 種

指 　 　 標

 



 

 

 

 

7. 参考資料/入手リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

独 立 行 政 法 人 国 際 協 力 機 構 

7. 参考資料／入手資料リスト 

 

調査名：  カンダルスタン灌漑施設改善計画基本設計調査 

 

番号 資   料   の   名   称 形  態 オリジナル
コピーの別 

収集先名称又は発行機関 発行年 

1 
Monthly Rainfall, Kompong Speu, 1966-2000 

コピー コピー 
水資源気象省 

 

2 
Monthly Rainfall, Phnom Srouch, 1966-2000 

コピー コピー 
水資源気象省 

 

3 
Monthly Rainfall, Stung Chrai, 1967-1969 

コピー コピー 
水資源気象省  

4 
Monthly Rainfall, Kirirom, 1966-1969  2000 

コピー コピー 
水資源気象省  

5 
Monthly Rainfall, Sangker Satub, 1966-1968 

コピー コピー 
水資源気象省  

6 
Monthly Temperature, Pochentong, 1991-2000 

コピー コピー 
水資源気象省  

7 
Monthly Humidity, Pochentong, 1991-2000 

コピー コピー 
水資源気象省  

8 
Monthly Wind Speed, Pochentong, 1991-2000 

コピー コピー 
水資源気象省  

9 
Monthly Sunshine Hours, Pochentong, 1991-2000 

コピー コピー 
水資源気象省  

10 
Monthly Rainfall, Kompong Speu, 1985-2001 

コピー コピー 
水資源気象省  

11 
Monthly Rainfall, Kompong Speu, 1917-1941 1957-1969 1982-2002 

コピー コピー 
水資源気象省  

12 
Monthly Rainfall, Phnum Srouch, 1983-2000 コピー 

コピー 
水資源気象省  

13 
Monthly Wind, Pochentong, 1985-1994 コピー コピー 水資源気象省  

14 
Monthly Humidity, Pochentong, 1985-2001 コピー コピー 水資源気象省  

15 
Daily Evaporation, Pochentong, 1990-1992 1995-1997 (Jan to Aug ) コピー コピー 水資源気象省  

16 
Daily Humidity, Pochentong, 2001-2002 Oct コピー コピー 水資源気象省  

17 
Daily Sunshine Hours, Pochentong, 2001-2002 Aug コピー コピー 水資源気象省  

18 
Daily Max & Min Temperature, Pochentong, 2001-2002 Nov コピー コピー 水資源気象省  

19 
Daily Wind Direction, Pochentong, 2002 Jan to Oct コピー コピー 水資源気象省  

20 
Daily River Discharge, Anlong Touk, 1963-1970 コピー コピー 水資源気象省  

21 
Daily Gauge Height, Peam Kley, 1996-2001 コピー コピー 水資源気象省  

22 
Dailey River Discharge, Peam Kley, 1996-2001 コピー コピー 水資源気象省  

1 



 

独 立 行 政 法 人 国 際 協 力 機 構 

番号 資   料   の   名   称 形  態 オリジナル
コピーの別 

収集先名称又は発行機関 発行年 

23 
Estimated Monthly Basin Rainfall and Runoff, Anlong Touk & Peam Kley , 1966-1969 1999-2000   コピー 

コピー 
水資源気象省  

24 
Estimated Monthly Basin Rainfall, Peam Kley, 1966-1969 1985-2000 コピー コピー 水資源気象省  

25 Annual Max Daily Flows, Kompong Speu, 1903-1906 1921-1924 1960-1963, Anlong Touk / Peam 
Kley, 1963-1969 1996-2001 

コピー 
コピー 

Report on Emergency Flood Rehabili 

Project by MMC, 2001 Sep. 

 

26 
Estimated Semimonthly Discharge of Prek Thnot, Dam site and Tuk Thla, 1961-1970 コピー コピー JICA F/S, 1995  2 月.  

27 Daily Discharge and Rating Curve , Peam Kley, 2001-2002Mar コピー コピー 水資源気象省  

28 
Daily Water Level, Roleng Chrey, Peam Kley & Tlours Long, 2000-2002 コピー コピー 水資源気象省  

29 
Daily Reservoir W.L. and Estimated Overflow Discharge, Seventh Jan. Dam, 2002 

ＣＤ オリジナル 
灌漑技術センター  

30 
Daily Water Level, Peam Kley, 1997-2001 ＣＤ オリジナル 灌漑技術センター  

31 
Daily W.L. and Gate Operation, Rolang Chrey, 2002 ＣＤ オリジナル 灌漑技術センター  

32 
Daily Water Level, Seventh January Dam, 1998-2002 ＣＤ オリジナル 灌漑技術センター  

33 
Dailey Water Level, Thnous Loung, 1996-2001 ＣＤ オリジナル 灌漑技術センター  

34 
Rating Curve, Peam Kley, 1996-2000 コピー コピー 水資源気象省  

35 
Discharge Measurement, Seventh Jan Dam, Oct 14. 2001  コピー コピー 水資源気象省  

36 
Flood Discharge Measurement, Peam Kley, Oct 17, 2000 コピー コピー 水資源気象省  

37 
Daily Discharge, Peam Kley, 2001-2002 Nov. コピー コピー 水資源気象省  

38 
DWG of Gate Leaf and Hoist, Tuk Thla Regulator and Kompong Tuol regulator コピー コピー 水資源気象省  

39 Location Map of Pump Stations of Prek Thnot River コピー 
コピー 水資源気象省 

 

40 Loan 1824-CAM(SF): Emergency Flood Rehabilitation Project, Midterm Review ( 8 May – 
June 2002 ) 

本 

コピー 水資源気象省 

 

41 
Prek Thnot Multipurpose Project, Reappraisal Report, Vol. 1 Summary (by SMEC) 

本 
コピー 水資源気象省  

42 
Contract Document for Prek Thnot Flood Relief Channel Offtake Structure 

本 
コピー 水資源気象省  

43 
Contract Document for Rehabilitation of Gate Structure and Replacement of Gates 

本 
コピー 水資源気象省  

44 
Contract Documents for Prek Thnot Flood Relief Channe 

本 
コピー 水資源気象省  

45 Contract Documents for Prek Thnot Flood Dike Rehabilitation Package I : Right Bank Emergency 

Earthworks 

本 
コピー 水資源気象省 

 

46 Contract Documents for Prek Thnot Flood Dike Rehabilitation Package II : Left Bank Emergency 

Earthworks 

本 
コピー 水資源気象省 

 

47 
Prek Thnot Flood Dike Rehabilitation, Design Review Report ( by MMC ) 

本 
コピー M.MacDonald  

48 
Construction Schedule of Seventh January Dam  

本 
コピー 水資源気象省  
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49 
Government’s Proposal for Emergency Flood Rehabilitation Project 

コピー コピー 
水資源気象省  

50 Sub-Decree on Organization and Functioning of Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries 本 コピー 農林水産省  

51 Guidelines for the Cambodian Agricultural Extension System 本 コピー 農林水産省  

52 Action Program for Development of Agriculture in Cambodia 本 コピー 農林水産省  

53 Circular No.1 on the Implementation Policy for Sustainable Irrigation System 本 コピー 
水資源気象省 

 

54 Farmer Water Users Community and Operation & Maintenance of Irrigation Facility   本 コピー 
灌漑技術センター 

 

55 The Study on Improvement of Marketing System and Post Harvest Quality Control of Rice in 

Cambodia 

本 コピー 農林水産省  

56 Second Five Year Socio-economic Development 2001-2005 本 オリジナル 統計計画省  

57 Annual development review/World Vision-Cambodia 本 オリジナル World Vision –Cambodia  

58 Land Law (英語訳版) 本 コピー JICA 安田専門家（司法省）  

59 Labor Law（英語版） 本 コピー JICA 安田専門家（司法省）  

60 Request for Subproject Approval (RSA) and Implementation (KS-EMG-PR 01) 本 コピー 農村開発省  

61 Request for Subproject Approval (RSA) and Implementation (KS-EMG-PR 02) 本 コピー 農村開発省  

62 Request for Subproject Approval (RSA) and Implementation (KS-EMG-PR 03) 本 コピー 農村開発省  

63 Request for Subproject Approval (RSA) and Implementation (KS-EMG-PR 05) 本 コピー 農村開発省  

64 Suspected Mine and UXO Contaminations in Kandal Stung District 地図 オリジナル カンボジア地雷対策センター  

65 
ツクツラ調整水門 Design Report 

コピー コピー 
水資源気象省 

 

66 
コンポンツール調整水門設計図 

コピー コピー 
ベトナム人専門家 

 

67 
ツクツラ調整水門改修計画報告書 

コピー コピー 
水資源気象省 

 

68 
コンポンツール調整水門改修計画 

コピー コピー 
水資源気象省 

 

69 
パームクレイ地点の 2002 年の１月から 11 月までの日水位記録 

コピー コピー 
灌漑技術センター 

 

70 
ローレンチェリ堰の水位と洪水吐ゲート操作記録(2000 年 4・5 月及び 2003 年 1・2 月) 

コピー コピー 
灌漑技術センター 

 

71 
既存余水吐上流の日水位記録(2000 年 1 月～12 月及び 2002 年 7 月 ～2003 年 2 月) 

コピー コピー 
灌漑技術センター 

 

72 
ローレンチェリ堰の水位と洪水吐ゲート操作記録(2002 年 7 月～9 月) 

コピー コピー 
灌漑技術センター 

 

73 
既存余水吐上流の日水位記録(2002 年 7 月～9 月) 

コピー コピー 
灌漑技術センター 

 

74 
調査対象地域内の 4 銭水路水位記録(2002 年 4 月～12 月) 

コピー コピー 
灌漑技術センター 

 

75 
ツクツラ調整水門 Design Report 

コピー コピー 
水資源気象省 
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76 
コンポンツール調整水門設計図 

コピー コピー 
ベトナム人専門家 

 

77 
ツクツラ調整水門改修計画報告書 

コピー コピー 
水資源気象省 

 

78 
コンポンツール調整水門改修計画 

コピー コピー 
水資源気象省 

 

79 
パームクレイ地点の 2002 年の１月から 11 月までの日水位記録 

コピー コピー 
灌漑技術センター 

 

80 
ローレンチェリ堰の水位と洪水吐ゲート操作記録(2000 年 4・5 月及び 2003 年 1・2 月) 

コピー コピー 
灌漑技術センター 

 

81 
既存余水吐上流の日水位記録(2000 年 1 月～12 月及び 2002 年 7 月 ～2003 年 2 月) 

コピー コピー 
灌漑技術センター 

 

82 
ローレンチェリ堰の水位と洪水吐ゲート操作記録(2002 年 7 月～9 月) 

コピー コピー 
灌漑技術センター 

 

83 
既存余水吐上流の日水位記録(2002 年 7 月～9 月) 

コピー コピー 
灌漑技術センター 

 

84 
調査対象地域内の 4 銭水路水位記録(2002 年 4 月～12 月) 

コピー コピー 
灌漑技術センター 

 

85 
Consumer Price Index Dec. 2002 

コピー コピー 
統計計画省 

 

86 
Consumer Price Index Jun. 2003 

コピー コピー 
統計計画省 

 

87 
Project Summary and Status for Road Component-Contract-A:RN3 and 61, Flood Emergency 

Rehabilitation Project 

コピー コピー 
Flood Emergency Rehabilitation Pjt. Office, 

Ministry of Public Work and Transport 

 

88 
Bidding Documents of Rehabilitation of NR3&61, National Road Component, Flood Emergency 

Rehabilitation Project 

コピー コピー 
Flood Emergency Rehabilitation Pjt. Office, 

Ministry of Public Work and Transport 

 

89 
ローレンチェリ堰図面 

コピー コピー 
水資源気象省 

 

90 
コンポンスプー州降雨データ（2003 年 1 月~6 月） 

コピー コピー 
水資源気象省 

 

91 
プレクトノット川水位データ（2003 年 1 月~6 月） 

コピー コピー 
水資源気象省 

 

92 
Balloon Aerial Photo Shooting 成果品（ドラフト）主報告書 

 オリジナル 
JICA カンボジア事務所 

 

93 
Balloon Aerial Photo Shooting 成果品（ドラフト）1/10,000 航空写真 

 オリジナル 
JICA カンボジア事務所 

 

94 
Balloon Aerial Photo Shooting 成果品（ドラフト）1/3,600 航空写真 

 オリジナル 
JICA カンボジア事務所 

 

95 
上記 1～3 の電子データ 

CD コピー 
JICA カンボジア事務所 

 

96 
地形測量、中心線測量成果品（ドラフト）一式 

製本 オリジナル 
JICA カンボジア事務所 

 

97 
Land Low of Cambodia ( A Study and Research Manual) 

製本 オリジナル 
書店 

 

98 
Stung Chinit Irrigation And Rural Infrastructure Project  Resettlement Plan 

製本 コピー 
水資源気象省 

 

99 
North West Irrigation Sector Project Resettlement Framework 

製本 コピー 
水資源気象省 

 

4 



 

 

 

 

8. 事業効果測定のためのベースライン調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 1

8. 事業効果測定のためのベースライン調査 

 

(1) 調査方法 

ベースライン調査は調査地区に関連する以下の７行政村村長(Commune Head)と各行政村

より任意に抽出した 10 農家を対象に添付の質問票を基にインタビュー調査を行った。実

際の聞き取り調査は現地スタッフを雇用して調査団直営で実施した（行政村及び境界図参

照）。 

 
調査数 

 No 行政村名 
(Commune)  村数 

（Phum）
行政村村長 農家数 小 計 

１ Prea Putth 5 １ 10 11 
２ Tien 2 １ 10 11 
３ Rolous 3 １ 10 11 
４ Barku 6 １ 10 11 
５ Kong Noy 3 １ 10 11 
６ Along Romiet 5 １ 10 11 
7 Kork Trab 3 １ 10 11 

合  計 27 ７ 70 77 

 

 

(2) ベースライン調査結果 

1)行政村村長への聞き取り 

計画対象地域に含まれる７行政村の概略を知るために各行政村長に人口、面積、世帯数、 

活動する NGO、主要栽培作物、水稲単収、投入資材供給源、主要生産阻害要因、農道建 

設の意向などを中心に聞き取りを実施した。 

 

 

 

① 調査対象地の裨益人口及び面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Net Population of priority area by Commune　in Kandal Stung District 
Area Population Total Pop. Male Pop. Female Pop Average 

(ha) Density(/km2) (Persons) (Persons) (Persons) HH size
Anlong Romiet 5 462.0 612.6 606.0 2,830.0 1,371.0 1,459.0 4.7
Roluos 3 550.0 422.0 518.0 2,321.0 1,291.0 1,030.0 4.5
Preah Putth 5 512.9 382.8 388.0 1,963.0 919.0 1,044.0 5.1
Kong Noy 3 462.5 253.6 247.0 1,173.0 568.0 605.0 4.7
Tien 2 354.4 307.8 251.0 1,091.0 488.0 603.0 4.3
Barku 6 391.0 1,037.1 785.0 4,055.0 1,925.0 2,130.0 5.2
Kork Trab 3 166.0 744.8 264.0 1,236.0 576.0 660.0 4.7

Total 27 2,732.7 491.6 2,795.0 13,433.0 6,562.0 6,871.0 4.8
Source: The Population Census Surveyed by Commune Office in Kandal Stune District/June., 2002

Commune Name No of Village No. of HH
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計画対象地区は７行政村（Commune）、27 の村（Phum）が含まれ、裨益人口 13,433 人、2,795

世帯が居住している（表参照）。人口密度は非常に高く、平均で 491.6 人/km2、Barku 行政村は

1037.1 人／km2 と突出して高い。性別比（女性に対する男性の比率）は 95.5%である。世帯構成

員については各行政村で年 2 回調査して集計している人口統計（表参照）と本ベースライン調査

による 70 農家の平均 5.9 人／戸（後述）に大きな隔たりがあるが、本調査では 70 世帯の実測値

に基づく世帯構成員数値を適用する。 ポルポト時代に強制集団移住で地縁・血縁から形成され

る村落社会の規範が崩壊したと思われたが 7 村長の中、４人がポルポト崩壊時（1979 年）に入

植し、3 人はそれ以前から居住していることが判明した。 

 

②行政村長の教育年数 

７行政村の村長の学歴は小学校から高校までにわたり、内訳は中退も含めて小学校１名、中学校

4 名、高校２名である。 

 

③農民組織、ＮＧＯ 

域内には NGO が活動していると回答したコミューンが３村、その中の１村(Prea Putth)は NGO

に加えて既存の農民組織があると回答している。Kong Noy 行政村も農民グループが活動してい

ると回答している。残りの３行政村（Rolous, Tien, Along Romiet）は NGO、農民組織ともに活動

実績が無いと回答している。Prea Putth には 44 農家が 2000 リエルの月会費を払い、畜産と農業

の研修をする農民グループが確認された。Kong Noy では WSOS と云う農民グループが村内で畜

力を共有して耕起作業を相互扶助する活動をしている。 NGO としては LWS が Prea Putth で水

稲種子配布、井戸給水、トイレ、家畜衛生などの分野で農民支援活動を実施している。 

 

④ 農業投入資材販売店の有無 

域内での農業資材（肥料、農薬など）を扱っている代理店は無く、大多数の農民は生産米の販売

代金で域外周辺や中間商人などから購入している。また、販売米の余裕がない農民は縁戚や隣人

から借金して必要な資材を購入している。 

 

⑤ 栽培作物 

主要栽培作物は行政村間で差異が見られるが、米が基幹作物である。他にサツマイモ、サトウ椰

子、野菜（マメ、キュウリ、キャベツ）、果樹（マンゴ、ジャックフルーツ、バナナ、ココナッ

ツ）が栽培されている。 

 

⑥  生産阻害因子 

行政村の長が担当コミューンの問題として共通して上げている最も重大な農業生産阻害要因は

既存灌漑施設の老朽化により、灌漑水が不足し、生産増が図れない問題である。次いで営農技術

不足、自己営農資金／クレジット不足、品質の保障された高収量水稲種子の不足を上げている。 
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 行政村名 生産阻害要因 Commune で考える解決方法 
１ Along Romiet ・地区への公共投資がない 

・灌漑水路網がない 
・農民金融が不足 
・農業技術が在来技術のみ 

・灌漑水路網の改修 
・営農資金融資組織の創設 
・農民支援の農業専門家が必要 

２ Rolous  ・農民金融の不足 
・灌漑水の不足 

・利子の引き下げが必要 
・水路の浚渫及び 38 号線にカルバートを通す。

３ Prea Putth ・Krang Trea 及び Ninvbor 村が水

 不足 
・不適切な農業技術及び営農資金

 の不足 

・流下量能力改善のため二号線の橋梁改修、 
・管内の３村の水路に水門設置 
・農業普及サービスが必要 
・肥料のクレジットサービスを創る 

４ Kong Noy ・水稲の種子品質問題 
・灌漑施設の損傷／水不足 
・ 農民の３割が ACLEDA 金融

機関より融資を受けている。

・旱魃・洪水害の常襲 

・良い種子の入手ルート検討及び村内で種子発

 芽試験を実施。 
・灌漑施設の改修 
・生計向上・作物生産増を図る 
・行政機関に灌漑施設改修の申請 
・ため池を建設して旱魃に備える 

５ Tien ・灌漑水源がなく、水路は浚渫が

 必要 
・クレジット融資額が小さい 
・適性生産技術が不足 

・灌漑施設の改修、水源の確保 
・クレジット融資額の増大 
・農民への栽培技術研修が必要 

６ Kork Trab ・灌漑施設の老朽化 
・伝統的な生産技術のみで改良技

術、労力不足 
・旱魃害 

・灌漑施設改修の要請 
・農民への技術研修要請 
・小型収穫機のクレジットで購入 

７ Barku ・水稲種子の品質が悪い 
・水不足且つ水路網が不足 
・ACLEDA 金融機関の利子が高  

 い 
・旱魃害 

・高収量品種の種籾を要請 
・水門及び水路網の改修 
・低利子で条件の緩い営農クレジットを要請 
・小型ポンプと燃料支援の要請 
・水路 No.61,62,63 の早期改修 

出所：ベースライン調査結果／JICA 基本設計調査団、20002.12 

 

⑤ 農道の必要性 

本計画対象地区には 2 次水路に沿って農道が整備されている行政村もあれば水路のみで農道の

無い行政村も見られる。これは２次水路に沿って農道の必要性を問い、且つそのための農地提供

の可能性を確認する設問である。これに対して、全ての行政村の村長は農道は必要であり、それ

に必要な土地は農民が提供すると回答している。 

 

(2)農家調査結果 

各行政村より各 10 農家を任意に抽出して計画対象地域全体で 70 世帯の農家調査を実施した。 

 

1) 農家世帯の属性 

① カンダルスタン地区への移住 

ポルポト体制は 1975 年から 1979 年の 4 年間（正確には 3 年 8 ヶ月）、村単位の強制的な集団

移住が行われた。そのために村落の地縁、血縁関係より成り立つ村落の規範が崩壊したとの予

見があった。  
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コミューン毎にサンプル農家の入植年月日を見ると 22.9%のサンプル農家が 1975 年以前から

の居住者で、残りの 77.1%は 1979 年以降の入植者である。 Barku 及び Along Romiet の 2 行

政村はポルポト体制崩壊後に入植している。 他の 5 村は、その土地で生まれ育ったものや、

それ以前から居住していた農民と 1979 年以降の入植者の混在した行政村である。中でも Preah 

Putth は 10 農家の中、6 戸が 1979 年以前からの入植であった。 

 

②性別世帯主 

女性世帯主が多く見られ、その割合は 70 調査農家の 34.3%であった。行政村別に見ると Kork 

Trab の皆無を除いて、その割合は２世帯から６世帯に亘っており、Barku, Roluos, Tien の３行

政村は調査農家数の半数以上が女性世帯主であった。 

 

③世帯主の教育年数 

大多数の農民は小学校（6 年間）中退が多く、無就学者も見られ（12 戸、17.1%）、中卒、高卒

もごくわずかに見られ、最高学歴は４年制の大卒も見られた。調査農家世帯主の平均就学年数

は 5.5 年である。 

 

④ 家族構成員数及び自家労力 

70 調査農家の平均世帯構成員数は 5.9 人であり（2002 年の人口センサスで示される 4.8 人/戸

と大きく異なるが）、1 世帯当りの平均家族労力数は 3.5 人である。家族構成員は 2 名から 11

名にわたり、平均家族数で Prea Putth が最も小さく、5.5 人／戸であり、最も多い Roluos が 6.2

人／戸である。 

 

２） 農家所有財産 

①土地所有面積 

「カ」国の土地所有制度は政府が所有権を留保し、使用権が国民に与えられている。今日の土

地所有制度は 1992 年土地法に基づいてポルポト体制崩壊（1979 年）以前の所有関係を認めず、

クロムサマキ制度による土地配分に基づいている。これは世帯構成員数に応じて土地を配分す

る方針と云われているが本ベースライン調査結果から見る限り、その因果関係は見られない。 

70 調査対象農家の所有耕地面積は 0.1ha～2.55ha に分布しており、平均 1.15ha／戸である。７

行政村の中、Barku は人口密集地で１世帯当り平均耕地面積は最も小さく、0.65ha である。 ま

た、所有農地の分散化は飛び地で所有しているケースが多く、全体の平均で 3.1 筆、農地の分

散は１から 13 筆に亘っている。 所有耕作地の大部分は水田であり、畑地の平均耕作面積は１

戸当り、0.08ha～0.15ha と非常に少ない。農地の貸借は 70 調査農家の 5.7%に当たる４世帯が

0.1ha から 0.6ha の範囲で実施しているのもである。 

 

 



 5

② 所有家畜 

計画対象地区で見られる主要な飼養家畜は去勢牛、乳牛、豚、鶏、アヒルなどである。中でも去

勢牛は耕起、代掻き、農作物の運搬などの畜力を提供する重要な家畜となっている。70 調査農

家の平均所有頭数は 1.2 頭／戸であるが、40%に相当する 28 農家が非所有農家であり、畜力不

足による営農上の制約因子となっている。 他の飼養家畜について家畜別の平均飼養頭羽数／戸

を見ると、乳牛が 0.7 頭、豚 0.8 頭、鶏 8.8 羽、アヒル 6.3 羽となっている。中でも鶏が最も一般

的な家禽で飼養農家が多く、86%弱の農家が飼養農家となっている。これらの家畜は農家収入の

一部として重要な位置を占めている。 

 
畜 種 去勢牛 乳牛 豚 鶏 アヒル

飼養頭数／戸 1.2 0.7 0.8 8.8 6.3 
非所有農家（%） 40 52.9 71.4 14.3 85.7 

 

③ポンプ 

小型ポンプは 4~7 月の小雨期に発生する寡雨による旧河道、貯水池及び重力灌漑が不能な既

存水路より取水する補給灌漑に欠かせず、聞き取りした 70 農家の 44%が自前のポンプを所

有している。また、非所有農家の殆どは小型ポンプへのアクセスを持っており、時間当たり

3000R～5000R の賃料を払って必要時は補給灌漑を実施している。 

 

④所有農機具 

主要農機具は鍬、牛車、砕土器（ハロー）、鋤、レーキ、発電機などである。この回答欄は質

問に対する調査法に整合性が取れず、定量化は困難である。 

 

⑤養魚池 

70 農家の中、11.4%に相当する 8 農家が養魚池を所有しており、その面積は 40m2から 400 m２

に亘り、平均面積は 156.5m2／養魚池である。8 農家の中、５戸が Preah Putth 行政村内に位置し

ている。 

 

3) 営農 

① 栽培作物 

基幹作物は水稲である。このほかにメイズ、サツマイモ、キャッサバ、マメ、サトウ椰子、

野菜、果樹としてマンゴ、ジャックフルーツ、バナナ、ココナッツなどが小規模に農家の庭

先になどに栽培されている。 

 

② 水稲灌漑法 

設問として a.重力灌漑、b.ポンプ灌漑、の２方法に関して設定した。回答は３つに分かれ、

重力灌漑、ポンプ灌漑及び両方の３つであった。70 農家の内訳は下表の通り。 これより
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85%強の農家はポンプを使用して灌漑していることになる。上述のポンプ所有者は 44.3%で

あったが、その倍に近い農家がポンプ灌漑を実施していることになる。これより殆どの農家

はポンプへのアクセスを有していることを意味している。本調査結果は TSC で実施した

Barku 地区の農家調査結果(2002 年 1~2 月実施：155 サンプル農家数)による雨季におけるポ

ンプで補給灌漑を実施すると回答した農家数が 95.5%に上る結果と符合する。 
灌漑法 重力灌漑 ポンプ灌漑 両方 合計 
農家数（戸） 7 60 3 70 
比率 (%) 10 85.7 4.3 100 

 

③ 作付け体系及び作付水稲品種 

設問は水稲単作か二期作か、また作付け品種（早生 IR 系、４ヶ月品種、６ヶ月品種）につい

て設定した。域内では水稲品種と作付けの組み合わせで５つの作型が見られた（下表参照）。

水稲二期作を実施している農家数は 70 農家の中、17 農家、24.3%であった。行政村別にみる

と Preah Putth, Kork Trab, Kong Noy が４戸～６戸の農家が実施し、Barku, Tien は各々１農家、

Roluous は皆無であった。これら二期作が多く行われている３行政村は幹線水路の中下流域に

位置している。 IR 系早稲の収穫期と在来種の田植え時期が重複するが、殆どの農家は育苗

専用の苗代圃場を所有し、そこで育苗して早稲収穫後に耕起・代掻きして移植する。また、使

用品種は IR 系早稲品種と６ヶ月品種が圧倒的で、４ヶ月品種は一期作を実施する 53 農家の中

の２戸、2.9%である。これは郡の農業統計数値として報告されている 2000-2001 年作期の中稲

と晩稲の作付け比率が 81.8% と 11.2%の傾向と相反する。 ２期作の作付け体系は少雨期に

IR 系早稲品種、本格的雨期に感光性の晩稲を作付けする体系が 17 農家の中、13 農家（70.6 %）

であった。一方、IR 系の２期作が２戸、晩稲から IR 系早生の体系が２戸見られた。晩稲から

IR 系早稲の体系は乾期の灌漑稲作を意味し、水路などの溜まり水をポンプ灌漑して栽培して

いる事が考えられる。これらの総括を下表に示す。 

 

 
 作 型 農家数（戸） 比率(%) 

1 ６ヶ月品種の１期作 51 72.9 
2 ４ヶ月品種の１期作 2 2.9 
3 ①IR 系品種＋②６ヶ月品種の２期作 13 18.6 
4 IR 系品種の２期作 2 2.9 
5 ①６ヶ月品種と②IR 系品種の２期作 2 2.9 
    合  計 70 100 

 

④ 水稲作付期 

水稲の苗代播種、本圃移植、収穫期に関する慣行作付け期に関する設問である。設問設定にお

いて、２期作を前提とした回答欄を設けずに実施したために第１，２作毎の栽培作期が厳密に

識別出来ない問題が生じた。しかしながら、育苗、移植、収穫期の慣行作期は十分に把握可能

であり、下表にその総括を示す。カンダルスタン灌漑地区の水稲慣行農作業のピークは苗代播
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種が４月下旬から６月上旬 (63 農家)、移植が 7 月上旬から 8 月上旬（50 農家）、収穫が 11

月下旬から１月上旬（63 農家）に集中する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カンダルスタン郡農業事務所より確認した本地区の主要水稲品種群の慣行農暦を取りまとめ

て下表に示す。 

 
主要栽培作業  IR 系早稲品種 ４－６カ月（中稲、

晩稲）品種 
育 苗 ５月 ５～６月 
移 植 ５月～６月 ７月～８月 
収 穫 ７月～８月 11 月～１月 

     出所：カンダルスタン郡農業事務所より聞き取り調査/2003.2 

 

⑤ 水稲収量 

水稲収量は天水と補給灌漑水稲の２区分で質問を設定したので、早稲、中稲、晩稲別の単収

の分析が困難な問題が生じた。従って、天水及び補給灌漑水稲区分でのヘクタール当たりの

単収を下表に示す。70 農家の平均単収は天水田が 1.8t/ha、補給灌漑水田が 2.5t/ha であった。

また、天水田の占有率差異は幹線水路の上中下流域に位置する行政村間で見られ、最下流に

位置する Rolous は８農家が天水田のみと回答している。これは行政村長や郡農業事務所関係

者からの聞き取りで上流から暫時、取水していくので最下流は常に水不足と云う不利益が恒

常化しているとの報告と符号する。 次いで Kork Trab の 5 農家、Preah Putth の 6 農家が天

水と補給灌漑水田の両方で栽培していると回答している。  

 
作 型 天水田 補給灌漑水田 
単収（kg/ha） 1,750   2,497 

 

4)農業経営 

① 年間籾生産量／戸 

70農家の平均年間籾収穫量は１農家当たり 2,609kg.である。70農家の収穫量分布範囲は 150kg/

戸から 6,300kg/戸に亘っている。その分布比率を下表に示す。対象調査農家の 7 割は毎年、

カンダルスタン灌漑地区の水稲慣行農作業カレンダー

9月10月
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 上 中 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

苗代播種
　　農家数 3 0 7 28 7 8 13 3 1
　　比率（%) 4.3 0 10 40 10 11 19 4.3 0 1.4 0
移植
　　農家数 1 1 6 4 0 19 14 6 11 4 2 2
　　比率（%) 1.4 1.4 8.6 5.7 0 27 20 8.6 16 5.7 2.9 2.9 0 0 0 0 0 0 0 0 0
収穫
　　農家数 1 1 1 4 25 22 6 6 0 4
　　比率（%) 1.4 1.4 1.4 5.7 36 31 8.6 8.6 0 5.7
出所：ベースライン調査/JICA基本設計調査団,2002.12

移　　植
5月 6月 11月 12月 1月7月 8月4月 5月 6月 7月

育　　苗 収　　穫暦日

作業
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1,000kg から 3,999kg の範囲で籾を収穫している。 

 

 

 

 

 

 

② 生産米の販売及び販売価格 

収穫量に対する販売量は世帯構成員数、クレジットの返済、農家家計費の緊急度などと密接に

関係している。販売は買い付けにくる仲買人に売るのが一般である。調査農家の平均販売量は

1,161kg／戸（平均収穫量／戸の 44.5%）、キロ当たり販売価格は 496 リエルである。販売農家

数は 70 調査農家数の 51.4%に当たる 36 農家で販売量／戸は 300kg から 4000kg にわたってい

る。 販売量は販売農家数 36 戸の 75%が 1999kg 以下の範囲である。キログラム当りの販売価

格帯は 300R から 600R である。 

 

 

 

 

 

 

③ 飯米の購入 

調査農家の 27.1%に当たる 18 農家が飯米を購入しており、購入量は 150kg から 1000kg に及ん

でいる。購入価格はキログラム当たり 240R から 1100R の範囲にあり、籾ベースから白米ベー

スまで含まれていると想定される。購入農家は主に Roluous, Barku, Kong Noy の３行政村に集

中しており、他の行政村は皆無であった。米の購入理由は耕作面積が小さく、扶養家族が多く

て十分な飯米が収穫出来ない、家計費が必要で収穫米を現金化し、飯米が不足したなどが考え

られる。 

 

④ 農家収入 

この設問は農家の総収入、農業収入及び農外収入に分けて設定し、その総括を取りまとめたも

のが下表である。70 調査農家の総収入／年はゼロから 2,461USD に亘っており、そのメディア

ンは 250～500USD／年／戸で 25 農家がこの中に入る。農業よりの現金収入のメディアンは 25

㌦以下であり、30％に該当する 21 農家は農業よりの現金収入がゼロと回答している。現金と

しての収入で最も比率の高い層は先述の農家総収入と同様に250～500USD帯で 15農家がこれ

に該当する。農外収入は 25USD 以下が全調査農家の 38.6%、27 農家と最も多く、この中で 23

農家は農外収入ゼロである。次いで 25~63USD 帯収入層が 20%で 14 農家、250-500USD 帯収

調査農家の総収穫量の分布

収穫量範囲
(kg)

1000＞
1000～
1999

2000～
2999

3000～
3999

4000～
4999

5000～
5999

6000＜ 合計

農家数（戸） 10 12 22 15 3 6 2 70
比率(%) 14.3 17.1 31.4 21.4 4.3 8.6 2.9 100.0

 

調査農家の籾販売量の分布

販売量範囲
(kg)

499>
500～
999

1000～
1999

2000～
2999

3000～
3999

4000
4999

合計

農家数（戸） 6 10 11 3 4 2 36
比率(%) 16.7 27.8 30.6 8.3 11.1 5.6 100.0  
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入層が 15.7%、11 農家であり、500USD 以下の農家が全体の 90%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5)水利組合・農民組織について 

① 既存水利組合及び新規水管理組織参加の意向 

本計画地区に既存水利組合は存在しない。幹線水路の上流と下流側の受益者で水争いが生じ

た時は村の長や郡事務所の職員が調停している。 新規水利組合組織化に関する住民の加入

可否に関する意向を確認したところ、聞き取りをした 70 農家の中、１農家を除いて新規水利

組合組織化に際して参加したい旨を意思表明している。この参加を拒否した農家は自宅に井

戸があり、現時点では参加意思は無いと回答している。 

 

② 水利費支払いの態様 

水利費の支払いについては１農家を除く 69 戸が灌漑用水の供給に対する対価として払うこ

とを明言している。支払いの態様は a. 現金、b. 米、c. 労力の３種類のうち、現金で払うと

回答したものが 71.4%に該当する 50 農家、米で払うと回答した農家が 12.9%の 9 農家、労役

で支払うと回答した農家が 14.3%、10 戸であった。支払い可能額としては現金で 1.25~30Ｕ

ＳＤ、米で 10~150kg、労役で労賃換算で 10~25USD であった。 

 
 支払い態様 農家数 比率(%) 水利費の支払い可能限度 平 均／戸

1  現 金 50 71.4 ・1.25 ~ 30USD 8.1 USD 
2 米 9 12.9 ・10kg ~ 150kg／7 農家 

・制限なし／１農家 
 76.3kg 
 (9.5 USD）

3 労 役 10 14.3 ・対価で 10 ~ 25USD／5 農家 
・無記入／5 農家 

15.7USD 

4 支払拒否 1 1.43 ・自家用井戸を使用  
合  計 70 100   

 

 

カンダルスタン灌漑地区の農家収入の内訳

収　入（R)
／年

10万
以下

10万～
25万

25万～
50万

50万～
75万

75万～
100万

100万～
200万

200万～
300万

300万～
400万

400万
以上

USD($) 25> 25-63 63-125 125-188 188-250 250-500 500-750 750-1000 1000<

農家総収入
　　農家数 5 11 4 7 7 25 6 1 4 70
　　比率（%) 7.1 15.7 5.7 10.0 10.0 35.7 8.6 1.4 5.7 100.0
農業収入
　　農家数 21 10 6 8 8 15 2 0 0 70
　　比率（%) 30 14.3 8.6 11.4 11.4 21.4 2.9 0.0 0.0 100.0
農外収入
　　農家数 27 14 2 5 4 11 3 0 4 70
　　比率（%) 38.6 20.0 2.9 7.1 5.7 15.7 4.3 0.0 5.7 100.0

出所：ベースライン調査/JICA基本設計調査団,2002.12

合計
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③ 既存農民組織について 

既存農民組織への加入についての設問には 70 農家全員が何の農民組織にも加入していないと

回答している。 

 

6) 農道の必要性及び土地提供について 

行政村の村長に聞き取り調査した結果と同様、70 戸の全調査農家が農道が必要と回答し、農

道建設が決定されれば土地を提供すると回答している。 

 

7) 本地区の農民が当面する生産阻害要因 

70 調査農家農家が直面している生産阻害要因として最も頻度の多かった回答は灌漑施設の

老朽化による水不足、農民金融の高利子及び小額融資、投入資材不足、改良技術不足、輸送

道路不備など道路の損傷による農産物輸送の困難性などが上げられた。各行政村別の阻害要

因頻度数を３次限グラフで表したのが下図である。７行政村の全農家が灌漑施設老朽化によ

る水不足を上げている。 

 

 

 
 
 

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

Ｒｕｌｏｕｓ

Kork　Trab

Ｂａｒｋｕ

Ｐｒｅａｈ　
Ｐｕｔｔｈ

Tien

Ｋｏｎｇ　
Ｎｏｙ

Ａｌｏｎｇ　
Romiet

0

2

4

6

8

10

頻度数

生産阻害要因

行政村

行政村別生産阻害要因
Ｒｕｌｏｕｓ

Kork　Trab

Ｂａｒｋｕ

Ｐｒｅａｈ　
Ｐｕｔｔｈ

Tien

Ｋｏｎｇ　
Ｎｏｙ

Ａｌｏｎｇ　
Romiet

生産阻害要因凡例

1. 水稲種子品質
2. 灌漑施設老朽化
　　による水不足
3. 農民金融の高利子
　 及び小額融資
4. 旱魃による水稲被害
5. 畜力不足
6. 自家労力不足
7. ポンプ・農具･投入
　 資材不足
8. 改良技術不足
9. 輸送道路不足
10. 営農上問題なし

 





 

 

 

 

9. 基本設計図 



番号 図面番号 図面表題

一般図

1 1-1 計画対象位置図

2 1-2 既存灌漑施設配置図

3 1-3 計画灌漑施設配置図

4 1-4 計画灌漑系統図

頭首工

5 2-1 平面図

6 2-2 下流導水路縦断図

7 2-3 下流導水路平面図

8 2-4 地質縦断図

9 2-5 詳細平面図

10 2-6 構造図 (1/6)

11 2-7 構造図 (2/6)

12 2-8 構造図 (3/6)

13 2-9 構造図 (4/6)

14 2-10 構造図 (5/6)

15 2-11 構造図 (6/6)

16 2-12 ゲート部詳細図 (1/2)

17 2-13 ゲート部詳細図 (2/2)

18 2-14 杭基礎平面図

19 2-15 杭基礎断面図

20 2-16 計画道路線形図

21 2-17 道路橋 (1/3）

22 2-18 道路橋 (2/3）

23 2-19 道路橋 (3/3）

24 2-20 管理橋

25 2-21 操作室 (1/4)

26 2-22 操作室 (2/4)

27 2-23 操作室 (3/4)

28 2-24 操作室 (4/4)

29 2-25 管理棟

30 2-26 発電機棟

31 2-27 洪水吐ゲート詳細図

32 2-28 土砂吐ゲート詳細図

33 2-29 流量調整ゲート詳細図

34 2-30 配電図

35 2-31 スクリーンおよびグレーチング詳細図

36 2-32 雑工

既存調整水門改修

37 3-1 1月７日堰改修図 (1/2)

38 3-2 1月7日堰改修図 (2/2)

39 3-3 ツクツラ調整水門改修図 (1/2)

40 3-4 ツクツラ調整水門改修図 (2/2)

41 3-5 ドエムラス調整水門改修図 (1/2)

42 3-6 ドエムラス調整水門改修図 (2/2)

43 3-7 コンポンツール調整水門撤去図

灌漑施設

44 4-1 幹線用水路平面縦断図 (1/4)

45 4-2 幹線用水路平面縦断図 (2/4)

46 4-3 幹線用水路平面縦断図 (3/4)

47 4-4 幹線用水路平面縦断図 (4/4)

48 4-5 幹線用水路標準断面図（タイプA）

49 4-6 幹線用水路標準断面図（タイプB）

50 4-7 取水工 (1/2)

51 4-8 取水工 (2/2)

52 4-9 水位調整水門-1 (1/2)

53 4-10 水位調整水門-1 (2/2)

54 4-11 水位調整水門-2 (1/2)

55 4-12 水位調整水門-2 (2/2)

56 4-13 分水工および放流工 (MG-3 to MG-6) (1/3)

57 4-14 分水工および放流工 (MG-3 to MG-6) (2/3)

58 4-15 分水工および放流工 (MG-3 to MG-6) (3/3)

59 4-16 分水工(T.O.21)および放流工 (MG-1, MG-2) (1/2)

60 4-17 分水工(T.O.21)および放流工 (MG-1, MG-2) (2/2)

61 4-18 水路横断工 (1/2)

62 4-19 水路横断工 (2/2)

63 4-20 幹線用水路終点構造物 (1/5)

64 4-21 幹線用水路終点構造物 (2/5)

65 4-22 幹線用水路終点構造物 (3/5)

66 4-23 幹線用水路終点構造物 (4/5)

67 4-24 幹線用水路終点構造物 (5/5)

68 4-25 二次用水路維持管理道路縦断図(No.1)

69 4-26 二次用水路維持管理道路縦断図(No.2) (1/2)

70 4-27 二次用水路維持管理道路縦断図(No.2) (2/2)

71 4-28 二次用水路維持管理道路縦断図(No.3) (1/2)

72 4-29 二次用水路維持管理道路縦断図(No.3) (2/2)

73 4-30 取水工ゲート詳細図

74 4-31 水位調整水門ゲート詳細図
75 4-32 雑工

図面リスト
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一般図 
既存灌漑施設配置図 
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一般図 
計画灌漑施設配置図 
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